
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ６月 No.268 号－ 

【活 動 報 告】 
 

＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 292回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ５月 ５日（日） 晴れ  報告：田中正彦 

５月、下大和田の谷津田と森は、新しい生命で溢れます。田んぼにはた

くさんのメダカが群れ、時折ヒクイナの鳴き声が聞こえてきました。ニホ

ンアカガエルはオタマジャクシから陸上生活を始めるまでに成長してい

ました。畦はオオイヌノフグリやヒメオドリコソウなど可愛い花たちがい

っぱい。森ではキンランの可憐な花が20株以上の群落を作っていました。

参加者一同その美しさに感動。ウグイスやキビタキが盛んにさえずり、ガ

ビチョウのにぎやかな鳴き声もあちこちから聞こえました。終了後は皆さ

ん、今日の菖蒲湯に使うショウブを刈り取って家路につきました。 

参加者１７名（大人１２名、大学生４名、小学生１名） 

 

     

第 302回 下大和田ＹＰＰ「小池さん田んぼの復田 1」 2024 年 ５月１１日 晴れ 報告：平沼勝男   
春のいい陽気でした。今年は普段の田んぼでのお米つくりが開発問題

の絡みでできない為、場所を変えての活動となりました。開発に反対さ

れている方の田んぼをお借りすることになりました。田んぼと言っても

10年以上使われていない田んぼで、今はアシ原になっています。 

一部分ですがこのアシ原の復田をします。場所は川沿いの道路から降

りやすい場所に決めました。刈払機でアシを刈りました。次にスコップ

と備中鍬で耕します。ここで活躍したのはスコップです。刃の先をグラ

インダーで尖らせ、厄介な土中のアシの地下茎を切りやすくしています。 

みるみるうちにアシ原が田んぼ手前の泥場になりました。次回、水を

入れて、泥を平らにすれば田んぼらしくなるでしょう。以前のような美しい田んぼには程遠いのですが、今年

は無理なくできる範囲でやるつもりです。午前中に、谷津田と森にスズメバチトラップを合計 10 セット設置

しました。                  参加者１４名（大人１１名、大学生２名、中学生１名） 

森と水辺の手入れ「小池さん田んぼへの種まきと畑の作業」 2024 年 ５月１９日 くもり 報告：高橋久美子 

曇っていたので激しい暑さもなく、作業に適したさわやかな日でした。

キビタキやウグイスのさえずりを聞きながら、前回アシを払い復田した

小池さん田んぼに、水を流して、苦労しながら耕し、その後 5 品種の稲

の種子を蒔きました。 

予め水に浸けておいた種子からは、可愛らしい小さな芽が出ていまし

た。苗床作りの作業は飛ばしました。来年の種もみができればよいとい

う程度の量です。無事に育ってほしいものです。 

その後、畑に移動してレモンや甘夏の柑橘類と、トマト、カボチャの

苗などを植えました。収穫が待ち遠しいです。隣の畑は、収穫間近のオオムギが広がり、まさに麦秋という言

葉通りの風景でした。 

参加者１３名（大人１２名、大学生１名） 

 
 

＜小山町での活動＞  

☆令和６年度期 「大椎小学校田んぼ田植え」 2024年 ５月 ２日（木） 晴れ 報告：赤シャツ親父 

雨で一日延期となりひんやりとした朝でした。学校の要望により気温が上がるのを待ち１時間遅らせて開

始しました。あわただしい中でしたが子どもたちは冷たくて深い泥にもおじけず、歓声をあげながら元気に田

植えを進めました。特に２度目の体験である６年生は泥歩きも慣れた様子、さすがです。大勢のボランティア

さんにもフル回転で活躍いただき、大椎っ子たんぼ全面田植えを終えることができました。なお、今期はカモ

対策として畦にネットを渡し、田んぼ全体を囲みました。すくすくと育ってほしいと願うばかりです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



☆第 226回 小山町 ＹＰＰ「コシヒカリの田植え」2024年 ５月１１日（土） 晴れ 報告：柳町健治 

朝の気温は 10℃以下、時折しょぼしょぼ雨降るはっきりしない天気。主な作業はアザミ谷への緑米の苗代設

置であったが、新導入の割竹で組んだ基部、くせつけを行った割竹アーチを用い超迅速に設置完了、引き続き、

アザミ谷全体の畦整備と水回りの調整を行った。いつしか、やや薄日も届き、穏やかな陽気へ変化すると、ツ

バメの飛来も確認された。なお、先行して田植えを行う予定の大椎小の苗代には育苗シートをかけ生長の加速

を願う。のみならず、全ての苗に元気に育ってほしいと願うばかりである。  参加者４名（大人４名) 

【谷津田・季節のたより】 2024年 ５月 

＜下大和田町＞ 報告：平沼勝男 

5/ 4 雑草が増加。畔のハルジオンにモンキチョウが吸蜜。シュレーゲルアオガエルが盛んに鳴く。罠にクサ

ガメが入る。コナラの葉にヒメクロオトシブと思われる揺籃（ようらん）が付着。森の中でニホンカワト

ンボのオスを確認。キンランやギンランが美しく咲く。野鳥のさえずりが谷津田にこだます。 

5/11 ザリガニの穴は一つだけ。シュレーゲルアオガエル鳴いていなかったが、泡状の卵塊６個あり。ウシガ

エルの罠に、アメリカザリガニ、ギンブナ、クサガメが入る。キビタキやウグイスのさえずりがにぎやか。 

5/19 大型の♀のウシガエルを川で捕獲。沢山のシオカラトンボの羽化あり。カヤネズミ田んぼではガマ

がだいぶ伸びる。林縁でガマズミの花がきれい。ウツギなど白い花目立つ。テンポの良いキビタキの

さえずりが盛ん。アシ原でオオヨシキリのさえずりが聴こえる。 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、赤：赤シャツおやじ、高：高山） 
5/ 1 クサシギがペアで飛翔（高）5/ 3， 今季初サシバの声、林でヤマツツジやホオノキ開花（高）， 5/ 5 

サシバ大きな声で鳴きながら低空飛行、コゲラ広場の木々をつつく、キビタキ目の前で地鳴きを披露 (た) 

5/10 モズが子ども 3 羽に餌を与えていた、セグロセキレイも子連れで田んぼに、ヒキガエルのオタマジャク

シの前足が出る、スダジイの花の香が谷津に漂う（高）， 5/11 サシバが 2羽で谷津の上空を舞う、オオ

ヨシキリの声を初めて聞く、気づくと青白いトンボはシオヤトンボからほとんどシオカラトンボに替わっ

ていた（高）， 5/15 スイカズラが開花、ヒキガエルの子ガエルが上陸、アジアイトトンボの姿を見る

（高） 

5/17 立派なヤマカガシ、毎日同じ場所で会う (た)、ホトトギスの声を初めて聞く、折しも林縁にウノナが目

立つようになる、ハシブトガラスがアライグマのワナの餌を失敬していた（高） 

5/18 キアゲハの幼虫がセリの茎でじっとしていた。蛹化が間近か、ドクダミ開花、モミジイチゴの実熟す（高）， 

5/19 田植えをしていると上空でサシバがよく鳴く（高）， 5/28 野うさぎ突然出現、道を横切る (た)， 

5/30 アキアカネを見る、今季のアカネ類で一番乗り、林縁でホタルブクロが開花（高） 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 , 

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
・第 304回 下大和田ＹＰＰ「復田作業とジャガイモの収穫」 
日 時：2024年 ６月 ８日（土） ９時 45分～１２時 雨天中止 

内 容：復田作業の続きでアシ刈りと、食べ頃になったジャガイモの収穫をします。 

持ち物：動きやすい服装（長そで長ズボン）、田んぼ用の長靴、帽子、手袋、飲み物（お弁当、敷物） 

参加費：無料  ※田の草取り①に変えて実施。29日予定されていた田の草取り②はお休みします。 

・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年 ６月１６日（土） ９時 45分～１２時 雨天中止 ９時 45分～１２時 雨天中止 

内 容：小麦の刈入れをします。脱穀も同時進行でします。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 293回 観察会とゴミ拾い 
日 時：2024年 ７月 ７日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：シュレーゲルアオガエルが林縁でたくさん見られる頃です，カブトムシやクワガタムシも現れる頃で

す，緑濃く生き生きとした木々の森と谷津を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 227回 小山町ＹＰＰ「古代米の田植え」 

今期最初の田植えを行います。 
日 時 : 2024年 ６月 ８日(土)  １０時００分～ ☆小雨実施 

場 所 : 小山町谷津田 

上記に限らず、参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい 
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